


 く含まれていることから、可能な限り推測、分類し、文様帯の復元を試みるものである。ただ

 し、完形土器が少ないこともあって、破片をもとに文様帯を図上復元したものもあり、必ずし

 も文様帯の構成が妥当とは限らないことを付け加えておきたい。

 第Ⅰ次～第Ⅶ次調査全体の出土土器を分析した結果、下記の10文様帯、36種を復元すること

 が可能であった。

 1)Ⅰ類文様帯『第48図』

 ループ施文を全面に施し、口縁部から胴上部付近にかけ直線状の無文区画を配するグループ

 で、二通りが含まれる。第Ⅰ次調査の36図－19を代表に、Ⅳ次～Ⅶ次調査にかけて10点が認め

 られている。

 ・Ⅰa類=一条の無文帯を配するもので、胴部文様帯として用いられたものと考えられる。

 第Ⅰ次が1点、Ⅳ次・Ⅵ次・Ⅶ次調査より各2点の計点7がある。

 『第36図－19,第37図－12,第222図－5,第256図－2・14,第266図－12・13』

 ・Ⅰb類=二条以上の無文帯を配置するもので、口縁部から胴部文様帯として用いられたも

 のとみられる。第Ⅰ次・Ⅳ次・Ⅴ次調査より、各1点の3点が認められた。

 『第40図－8,第221図－5,第244図－8』

 2)Ⅱ類文様帯『第48図』

 波状及び横長の三角形状の無文区画を配するグループで、波状口縁を有する深鉢形土器の口

 縁部文様に主に用いられる。この仲間は、第Ⅰ次調査の5点を始め、第Ⅲ次・Ⅳ次・Ⅵ次調査

 から各1点の計8点が認められた。文様帯の構成より二種類に分ける。

 ・Ⅱa類=横長の三角形文を接続したような文様構成で、上部が緩やかな山形を示し、下部

 は直線状となっているのが特徴となる。この仲間の一部には、沈線文で区画する

 ものも含まれる。第Ⅳ次調査より1点検出されている。『第229図－12図』

 ・Ⅱb類=横長の三角形を1単位としたもので、波状目縁の文様帯として配置する場合が多

 い。第Ⅰ次調査5点、Ⅲ次調査・Ⅵ次調査各1点の計7点がある。

 『第29図－1,第38図－8,第39図－6,第31図－11,第42図－1,第210図－2,第257図－1』

 3)Ⅲ類文様帯『第48図』

 幅の狭い帯状の無文区画を山形状に構成するもので、波状口縁の文様帯として多く用いられ
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 る手法のグループであり、2類に分けられる。第Ⅰ次調査のみから2点確認されている。

 ・Ⅲa類=波状目縁に沿って山形状の無文区画を連続するもので、1点が認められた。『第

 32図－30』

 ・Ⅲb類=波状口縁に沿って山形状の無文区画を配置した下方に三角形文を組み合わせて構

 成するもので1点ある。『第32図－10』

 4)Ⅳ類文様帯『第48図,第49図』

 基本的には先のⅢ類と類似しているが、直線状ではなく円弧状の無文区画を横方向に転回す

 ることで区別される。この仲間を有する深鉢形土器の多くは、発達した波状口縁を示すものが

 多い。文様構成の違いから次ぎの3類に分けられる。

 ・Ⅳa類=帯状の無文区画を口縁部に沿って円弧を有しながらに波状に転回するものと考え

 られ、第1次調査の第36図－11が近いものとみられる。『第36図－11?』

 ・Ⅳb類=基本的にはⅣa類に類似しているが、無文区画の下辺部を直線状にすることで三

 角形状の文様構成を示している。第1次調査に1点存在する。『第36図－21』

 ・ⅣC類=Ⅳb類の無文区画を幅広く開け、中央部分にⅣa類の文様帯によるループを配置

 することによって、交互の円弧波状を描いている。この仲間には、ループによる

 無文区画の他に突刺文による同形態の文様としても存在している。第Ⅳ次・Ⅴ次

 調査から各1点の2点が認められている。

 『第221図－20,第252図－4』

 5)Ⅴ類文様帯『第49図』

 先のⅠ類の無文区画の中央部にループ施文を帯状に山形文を連続させることによって、所謂

 三角形状の無文区画を交互に配置した文様構成を示している。

 この仲間には文様配置の微妙な相違より3類に細別する。この種の文様構成を有する土器の

 多くは、胴部文様帯として描かれているものが特徴である。

 第Ⅰ次・Ⅳ次調査より各3点の計6点がある。

 ・Ⅴa類=帯状の無文区画の上下に接するように山形状のループ施文帯を配置することによ

 って、横長の三角形状無文帯を構成するもの。ループ文としては認められていな

 いが、突刺文で構成する第36図－1に近いものを予想している。

 ・Ⅴb類=a類と基本的には同形態であるが、山形状のループ施文帯が狭く無文帯を幅広く
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 設定することによって大きい三角形状無文区画を示すことから、あえて区分した。

 この種の文様帯に関しては中央を埋めるループ文の他に単節斜縄文や結束縄文で

 区画するものも含まれる。第Ⅳ次調査に1点認められる。『第224図－20』

 ・Ⅴc類=中央の帯状無文帯を埋める山形状のループ施文帯を空間の内外に接続することに

 よって、ほぼ正三角形状の無文区画を構成するもので、ループ施文帯が先のa類

 b類に比べ広いのが特徴となる。この文様を示す仲間には、突刺文を用いた同

 形態の文様構成も含まれている。第Ⅰ次調査に3点、第Ⅳ次調査に2点の5点が

 確認された。

 『第31図－2,第38図－3,第41図－11,第51図,第229図－15』

 6)Ⅵ類文様帯『第49図』

 いつかの無文帯を組み合わせて文様を構成するグループで、「ハ」字状・「V」字状・「M」字状

 ・「リ」字状等の無文帯によるものを一括した。この仲間の文様としては、主に胴部文様帯として

 配置されるものが大半で文様構成より次ぎの4種類に分類される。第Ⅰ次・Ⅳ次調査で5点ある。

 ・Ⅵa類=細長い並行四辺形を斜位に食違とした2単位を横に展開するもので、ここでは

 「リ」字状文としておく。胴上部の文様帯として配置される。この文様構成には

 沈線文Aで構成するものも含まれている。第Ⅰ次調査に1点認められる。『第

 324図－18』

 ・Ⅵb類=先のⅤ類に近い文様構成で、中央の帯状無文帯を埋める山形状のループ施文帯を

 配置してから上部の三角形状の無文帯の上端に三角形にループ施文を施して「Ⅴ」

 字状の無文区画を横に配置する。従って上部は「Ⅴ」字状、下部は三角形状の無

 文区画を置き、交互に展開させて文様を構成するのが特徴となる。第1次調査に

 1点存在する。『第40図－5』

 ・Ⅵc類=中央の空間帯にループ文による「Ⅴ」字状の施文帯を交互に配置することによっ

 て「ハ」字状と三角形及び逆三角形状の無文区画を交互に組合せた文様を展開し

 ている。第Ⅰ次調査に1点認められた。『第222図－4』

 ・Ⅵd類=中央の空間帯にループ文による「三角形」・「V」字・「M」字状を二段に配置

 することによって三角形状・連続「M」字・2単位の三角形状の無文区画による

 複雑な文様を構成している。第1次調査に2点認められた。『第51図,第228図－5』
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 7)Ⅶ類文様帯『第50図』

 主に深鉢形土器の胴部文様帯の手法として描かれる。三角形状や方格、山形状を複雑に配した

 グループで大きく無文帯を残した内部に複数の割付けを施して文様帯を構成する仲間を一括した。

 第Ⅰ次・Ⅳ次・Ⅴ次調査より6点が検出されている。この仲間としては、次ぎの4種類がある。

 ・Ⅶa類=中央の空間帯に山形状のループ施文帯を3条連続させたることによって、上下に

 連続する三角形状無区画を置き、さらにその間を埋めるように並行する2条の山

 形無文帯が横位に展開する文様を構成している。第Ⅰ次・Ⅳ次調査から各1点が

 認められている。

 『第32図－25,第51図』

 ・Ⅶb類=中央の空間帯にループ文による山形状のループ施文帯を上下に配置し、その中間

 に菱形のループ施文帯を施すことによって山形状の無文区画と重桝形状の文様帯

 を構成している。第Ⅳ次・Ⅴ次調査から各1点の計2点が認められている。

 『第229図－13,第224図－9』

 ・Ⅶc類=この仲間だけが空間帯を設置しないで無文区画を施すもので、方格の「S」字状

 文を横位に展開したものに下部にのみ三角形状無文区画を配置している。基本的

 にはループ施文にて無文区画を構成するものと考えられるが、一部にはループ施

 文を消して無文区画を描いているものもあり、所謂「磨消縄文」の手法が部分的

 に成立していた可能性も指摘されるものとして注目される。

 第Ⅰ次調査に1点が存在する。『第40図－9』

 ・Ⅶd類=波状目縁を有する口縁部文様帯にみられるもので、c類から発達したものと考え

 られる。第Ⅰ次調査に1点存在する。『第32図－8』

 8)Ⅷ類文様帯『第50図,第51図』

 深鉢形土器の胴部文様帯として主に用いられるものであり、三角形状無文区画を上下に置く

 ことによって中央に菱形状のループ施文を横位に展開する仲間で5のグループに分けられる。

 第Ⅰ次・Ⅴ次調査出土土器に集中し、12点が検出されている。

 ・Ⅷa類=中央の空間帯にループ文による菱形状にループ施文を施すことによって上下に接

 した三角形状無文帯を構成している。第Ⅴ次調査を中心に3点、Ⅰ次調査に1点

 の4点が認められた。

 『第144図版－73,第32図－8,第252図－10,第252図－13』
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 ・Ⅷb類二a類とほぼ同形態であるが、文様の上限の幅が広く、菱形を有するループ施文の

 中央に竹管状の突刺文を施すのが特徴であり、沈線文Aによる単位文様として描

 かれるのも特徴である。第Ⅰ次調査のみに5点認められる。

 『第28図－2,第32図－22?,第32図－24,第41図－4,第41図－8?』

 ・Ⅷc類=中央の空間帯を狭くすることによってa類・b類でみられる三角形無文区画を接

 続したもので、臼状の単一の無文区画を構成している。形態的にはb類と同様の

 菱形を有するループ施文の中央部に竹管文を示すことからb類の変形文様と位置

 付けることも可能である。第Ⅰ次調査に1点存在する。『第40図－9』

 ・Ⅲd類=本類もb類の変形の文様で、三角形状無文区画の間隔を開けることによって菱形

 を有するループ施文部分を構成し、広げ、中央部に3単位の竹管文を並列するの

 を特徴とする。第Ⅰ次調査の半完形土器『第28図－2』の口縁部文様として描か

 れた1点がある。

 ・Ⅷe類=先のd類の変形と考えられるもので、これまでの無文帯をループ施文で区画する

 ものではなく、沈線文で描いた後にループ文を加えている。本類は三角を接合し

 た中央に同心円を置き、左右の菱形文を二重に区画するのが特徴となる。第Ⅰ次

 調査の半完形土器『第29図－3』の胴部文様としての1例がある。

 9)Ⅸ類文様帯『第51図』

 その他の無文区画を一括したもので、所謂「無文帯」文様として成立するのかは難しいが、

 今回の土器群には第Ⅰ次・Ⅴ次調査より6点検出されている。

 一応、3のグループに分けた。

 ・Ⅸa類=沈線文で区画したものであり、縦位の矢羽状の単位文様を横に配列したものであ

 る。第Ⅴ次調査に1点がある。『第244図－6』

 ・Ⅸb類=斜位と横位の三角形状の文様を複合させた無文帯を横に展開させるのが特徴で、

 口縁部文様帯として用いられる。第Ⅰ次調査に1点がある。『第38図－11』

 ・Ⅸc類=ループ施文の後に横位に展開したコンパス文をこの類としたもので、口縁部文様

 帯と胴部文様帯との区画文様として用いられる場合が多い。第Ⅰ次調査に4点と

 Ⅴ次調査に各2点の計6点がある

 『第35図－6,第37図23～25,第224図－2,第224図－7』
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 10)Ⅹ類文様帯『第52図』

 沈線文及び突刺文等の工具によって文様を区画するもので、無文区画を有する文様帯とは基

 本的には異なるが、あえて加えた。次の8グループが一ノ坂遺跡では分類される。第Ⅰ次調査

 を中心として22点が存在する。なお、Ⅹa1類～b2類とした4文様帯は基本的に同様な効果

 を意図としているもと推測されるが細部の特徴からここでは分けている。

 ・Ⅹa1類=突刺文を用いたもので、連続菱形区画を横に展開し、菱形の中央を縦の多条突

 刺文で区画するのを特徴としている。この種の文様帯には一部沈線文で施すの

 も含まれている。第Ⅰ次調査の大型深鉢形土器『第30図－1』の口縁部文様の

 一部に表現されている。

 ・Ⅹa2類=基本的にはa1類と同形態であるが、中央の縦位に区画した多条突刺文を伴わ

 ないことからあえて細分した。第Ⅰ次調査に2点確認されている。『第30図－1,

 第41図－20』

 ・Ⅹb1類=a1類の中央部分に同心円文を配置したもので、基本的にはa1類の仲間に位

 置づけられる。第Ⅰ次・Ⅲ次調査から各1点が認められている。『第38図－14,

 第266図－2』

 ・Ⅹb2類=b1類の菱形区画の上下の先端部に重円弧を配したもので、先のb1類の変形

 文様と考えられる。以上のⅩa1類～b2類の区画文様は菱形の区画を横位に

 展開する特徴があり、波状口縁を有する深鉢形に描かれるものが大半である。

 第Ⅰ次調査の大型深鉢形土器『第30図－1』の口縁部文様帯を構成する一単位

 として表現されている。

 ・Ⅹc類=波紋状に同心円を連続したもので、沈線文と突刺文の二者が共存する。この文

 様区画は主に底部の文様として多く用いられるが、口縁部文様帯を構成する単

 位文様の一部に用いられる場合がある。第Ⅰ次調査に4点、第Ⅲ次調査に1点、

 第Ⅳ次調査に2点の計7点が存在する。『第28図－1,第32図－17,第34図－12,

 第37図－9,第210図－34,第222図－4,第222図－10』

 ・Ⅹd類=突刺文を施文手法として構成するもので、中心に同心円を置き、上下から入り

 組み状に包み込むのを特徴としている。この手法は所謂「蕨状撚糸圧痕文」を

 有する文様に近いものがあり、継承文様の仲間と考えられる。第Ⅵ次調査を除

 く他の調査次より各1点が認められている。

 『第29図－3,第210図－4,第229図－5,第242図－33?,第274図－10』
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 ・Ⅹe類=上下に半載竹管による平行沈線文を横走させ、中央の空間に斜状を配する多状

 沈線を交互に展開したもので、胴部文様帯として用いられる。第Ⅰ次・Ⅳ次調

 査より各1点がある。

 『第28図－1,第222図－10』

 ・ⅩF類=胴部文様帯として描かれる場合が多い。中央の空間に沈線文による縦位の山形

 文を横方向に連続するのが特徴で、所謂「ハ」状文の変形と考えられる。第Ⅰ

 次・Ⅲ次調査より各1点が認められている。『第38図－16,第210図－3』

 5.出土土器の分類

 1)一ノ坂遺跡の出土土器分類基準

 これまで、地文の分類からループ文等の無文区画による文様帯の分類とその特徴について触

 れてきたが、ここでは、出土土器全体の分類基準について説明を加えておく。

 <Ⅰ群土器>ループ文を地文として構成するもの。

 ・Ⅰ群a1類=ループ文を全面に施すもの。

 ・Ⅰ群a2類=ループ文を羽状に施すもの。

 ・Ⅰ群b類=ループ文を地文とし、無文帯の区画文様を構成するもの。

 ・Ⅰ群c1類=ループ文を地文とし、沈線文を主体に文様を構成するもの。

 ・Ⅰ群c2類=ループ文を地文とし、コンパス文を主体に文様を構成するもの。

 ・Ⅰ群d類=ループ文を地文とし、竹管文を主体に文様を構成するもの。

 ・Ⅰ群e類=ループ文を地文とし、突刺文を主体に文様を構成するもの。

 ・Ⅰ群f類=ループ文を地文とし、沈線文・突刺文・竹管文を組み合わせて文様を構成するもの。

 <Ⅱ群土器>単節縄文を地文として構成するもの。

 ・Ⅱ群a類=単節縄文を全面に施すもの。

 ・Ⅱ群b類=単節縄文を地文とし、無文帯の区画文様を構成するもの。

 ・Ⅱ群c1類=単節縄文を地文とし、沈線文を主体に文様を構成するもの。

 ・Ⅱ群c2類=単節縄文を地文とし、コンパス文を主体に文様を構成するもの。

 ・Ⅱ群d類=単節縄文を地文とし、竹管文を主体に文様を構成するもの。

 <Ⅲ群土器>羽状縄文を地文として構成するもの。

 ・Ⅲ群a1類=羽状縄文を全面に施すもの。

 ・Ⅲ群a2類=羽状縄文を菱状に配して構成するもの。
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 <Ⅳ群土器>無節縄文を地文として構成するもの。

 <Ⅴ群土器>複節縄文を地文として構成するもの。

 <Ⅵ群土器>組紐縄文を地文として構成するもの。

 <Ⅶ群土器>結束縄文を地文として構成するもの。

 <Ⅷ群土器>土器の部分片を一括したもので、沈線文・突刺文・竹管文等で文様を構成する

 ものを本群とした。この中には地文を有するものも含まれと考えられる。

 ・Ⅷ群a類=沈線文を主体としたもの。

 ・Ⅷ群a類=コンパス文を主体としたもの。

 ・Ⅷ群b類=竹管文を主体としたもの。

 ・'Ⅷ群c類=突刺文を主体としたもの。

 ・Ⅷ群d類=沈線文・竹管文・突刺文筆の組み合わせを主体としたもの。

 ・Ⅷ群e類=貼付文を主体としたもの。

 ・Ⅷ群f類=その他の文様。

 2)一ノ坂遺跡第Ⅰ次調査出土土器の分類

 文様の良好な作図可能な土器片・一括土器186点を選出したもので、次の8群に細別するこ

 とができた。

 <Ⅰ群土器〉

 ループ文を地文として構成するもので、基準にしたがって細分すれば、8類すべてが検出さ

 れている。この中で、主体を占めるのがa1類の51点、次いでb類の21点、c1類の9点とな

 り、他の2～5点を含めると作図可能な土器片としては計94点となる。詳細は次のとおり。

 ・Ⅰ群a1類=ループ文を全面に施すもの。

 『第32図－4～6・7・9・12・19・27～29,第34図－3・5・7,第35図－2～4,第36図－2～4・7・8・

 12・13・18・22,第37図－1・5・13・15・16・19・28・27・32～35,第38図－2・7・9・15,第39図－2・8,

 第40図－7,第41図－3・5・7・18・21,第29図－1,第42図－1,第44図－1』

 ・Ⅰ群a2類=ループ文を羽状に施すもの。

 『第37図－29,第38図－5,第41図－3』

 ・Ⅰ群b類=ループ文を地文とし、無文帯の区画文様を構成するもの。

 『第23図－8・25・26・30,第36図－11・21・20・19,第37図－12・18,第38図－3・5・8・11・12,

 第40図－5・9,第40図－8,第41図－11・15,第28図－2,第31図－1』



 ・Ⅰ群c1類=ループ文を地文とし、沈線文を主体に文様を構成するもの。

 『第32図－2,第34図－1第38図－16,第39図－5,第41図－4・8・22,第31図－1・2』

 ・Ⅰ群c2類=ループ文を地文とし、コンパス文を主体に文様を構成するもの。

 『第32図－21,第35図－6』

 ・Ⅰ群d類=ループ文を地文とし、竹管文を主体に文様を構成するもの。

 『第32図－22,第37図－21,第38図－1』

 ・Ⅰ群e類=ループ文を地文とし、突刺文を主体に文様を構成するもの。

 『第34図－3・6・8第41図－23,第30図－1』

 ・Ⅰ群f類=ループ文を地文とし、沈線文・突刺文・竹管文を組み合わせて文様を構成する

 もの。

 『第32図－23・24,第29図－3』

 <Ⅱ群土器>

 単節縄文を地文として構成するものを一括したもので、作図可能な土器片としてはa類が26

 点、d類4点、c1類1点の計31点が含まれている。特に分類基準のうち、a類を中心として

 c1類・d類の三者のみが確認されていることは、第Ⅰ調査の特徴といえる。詳細は次のとおり。

 ・Ⅱ群a類=単節縄文を全面に施すもの。

 『第32図－10・11,第34図－11,第35図－8,第36図－14・16,第37図－4・6・14・30,

 第38図－4・10・17・19,第39図－7,第40図－3・6・8・10,第41図－10,第28図－2・3,

 第29図－2,21図版－170,第43図－1,21図版－170』

 ・E群c1類=単節縄文を地文とし、沈線文を主体に文様を構成するもの。

 『第38図－6』

 ・Ⅱ群d類=単節縄文を地文とし、竹管文を主体に文様を構成するもの。

 『第32図－20,第35図－9・10,第37図－7』

 <Ⅲ群土器>

 羽状縄文を地文として構成するもので、作図可能な土器片は8点であった。詳細は次のとおり。

 ・Ⅲ群a1類=羽状縄文を全面に施すもの。

 『第34図－10,第41図－2・9・16・17』

 ・Ⅲ群a2類=羽状縄文を菱状に配して構成するもの。

 『第36図－5,第28図－1,第40図－4』

 <Ⅳ群土器>
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 磨滅が著しく作図可能な土器片は認められなかった。

 <Ⅴ群土器>

 複節縄文を地文として構成するもので、作図可能な土器片は次の7点である。

 『第32図－15・14,第34図－7,第36図－17,第37図－2・3,第39図－1』

 <Ⅵ群土器>

 組紐縄文を地文として構成するもので、次の3点を作図した。

 『第32図－13,第33図－1,第39図－6』

 く粗群土器〉

 結束縄文を地文として構成するもので、作図可能な土器片は10点であった。

 『第33図－2第,34図－4,第36図－9,第37図－31,第39図－4,第40図－1,第41図－6・12

 19,第45図－1』

 <Ⅷ群土器>

 土器の部分片を一括したもので、沈線文・突刺文・竹管文等で文様を構成するものを本群と

 した。この中には地文を有するものも含まれると考えられる。

 分類基準に従って細分すれば、7類のうち5類の31点が作図可能な土器片であった。この中でb

 類の13点を筆頭に、c類・f類の7点が次に多く存在していることが判った。詳細は次のとおり。

 ・Ⅷ群a1類=沈線文を主体としたもの。

 『第38図－13,第41図－14』

 ・Ⅷ群b類=竹管文を主体としたもの。

 『第32図－1・3・16・17,第34図－2,第35図－7,第36図－15,第37図－9・10・8・20・22,

 第38図－14』

 ・Ⅷ群c類=突刺文を主体としたもの。

 『第34図－12,第35図－1,第36図－1第,37図－26,第41図－1・20・24』

 ・Ⅷ群d類=沈線文・竹管文・突刺文等の組み合わせを主体としたもの。

 『第35図－5,第28図－1』

 ・Ⅷ群f類=その他の文様。

 『第36図－6,第37図－11・25,第37図－23・24,第38図－18,第39図－3』

 以上、第Ⅰ次調査出土の土器群を簡単に説明してきたが、個々の詳細に関しては次の第7表

 を参照願いたい。
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          第9表一ノ坂遺跡第1次調査出土土器観察表

          通し№図版№挿図№出土地区器形体部施文手法文様構成内面調整分類

          15図版・一1第32図・一1HBIAG4F深鉢形F胴上部竹管文DXa2文様帯?マメツ不明皿群b類

          25図版■一2第32図・一2HBIAG-1F深鉢形胴上部ループC類・沈線文Aミガキ横1群c1類

          35図版一3第32図一3HBIAG■一1F深鉢形胴上部竹管文Cミガキ横皿群b類

          45図版・一4第32図一4HBIAG■一1F深鉢形H目縁部ループD類ミガキ横1群al類

          55図版・一5笛32図一一5HBIAG-IF深鉢形C口縁部ループD類ナデ横1群al類

          65図版・一6第32図一6HBIAG■一1F深鉢形1口縁部ループD類ミガキ横1群a1類

          75図版・一7第32図一一7HBIAG-1F深鉢形胴部ループD類マメッ不明1群al類

          85図版一8第32図■一8HBIAG-1F深鉢形胴上部ループB類皿a文様帯ナデ・ミガキ横+斜1群b類

          95図版一9第32図一9HBIAG■一1F深鉢形胴部ループC類ナデ・ミガキ横1群al類

          105図版■一10第32図・一13HBIAG・一1F深鉢形口縁部組紐縄文ナデ・ミガキ横+縦】V群土器

          115図版■一11第32図一10HBIAG-1F深鉢形口縁部単節縄文A2ナデ横豆群a

          125図版…12第32図■一11HBIAG■一IF深鉢形口縁部単節縄文A2ナデ横一群a

          135図版一13第32図・一15HBIAG・一1F深鉢形底辺部複節縄文ナデ・ミガキ横+縦V群土器

          145図版一14第32図・一16HBIAG-1F深鉢形下胴部竹管文D類四。文様帯?ミガキ横孤群b類

          155図版一15第32図■一12HBIAG■一1F深鉢形D口縁部ループD類ナデ横+ミガキ縦1群al類

          165図版一16第32図・一21HBIAG一一3F深鉢形D目縁部ループC類不整コンパス文ミガキ横+縦1群。2類

          175図版一17第32図・一17HBIAG-1F深鉢形下胴部竹管文DXc文様帯ナデ横瑚群b類

          185図版一18第32図一14HBIAG一一1F深鉢形下胴部複節縄文ミガキ横+ナデ縦V群土器

          195図版一19笛32図一18HBIAG-2F深鉾形胴部ループC+FMa文様帯ナデ横1群C1類

          205図版一20第32図・一19HBIAG-2F深鉢形胴上部ループD類マメツ不明1群al類

          215図版■一21第32図一一22HBIAG・一3F深鉢形胴上部ループF類囲b文様帯?ミガキ横+縦1群d類

          226図版一22第33図一1HBIAG・一2F深鉢形D上半部組紐縄文ナデ・ミガキ縦+横Iv群土器

          237図版一23第33図一2HBIAG-3F深鉢形A上半部結束縄文Aナデ横+ミガキ縦W群土器

          248図版一24第34図■一3HBIAG・一4F深鉢形D上半部ループA類ミガキ縦++デミガキ横IaLIe

          259図版一25笛32図■一20HBIAG・一一2F深鉢形A底部単節縄文A2+竹管文A∬群d類

          269図版一26第32図一23HBIAG-3F深鉢形胴部ループC類+竹管文AWc文様帯ナデ・ミガキ縦+斜1群f類

          279図版一27第32図■一24HBIAG・一4F深鉢形胴上部ループC類+竹管文A皿b文様帯ミガキ横1群f類

          289図版・一28第32図■一29HBIAG■一4F深鉢形胴上部ループC類ミガキ横1群al類

          299図版一29第32図一28HBIAG-4F深鉢形胴部ループD類ナデ・ミガキ横+縦1群a1類

          309図版■一30第32図■一25HBIAG-4F深鉢形A胴上部ループD類Wa文様帯ナデ・ミガキ横1群b類

          319図版■一31第32図一30HBIAG一一4F深鎌形A口縁部ループB類ma文様帯ミガキ横1群b類

          329図版一32第32図・一26HBIAG-4F深鉢形胴上部ループA類ミガキ横+斜1群b類

          339図版一33第32図■一27HBIAG・一4F深鉾形C口縁部ループC類ミガキ横1群al類

          349図版一34第34図・一4HBIAG一一4F深鉢形H口縁部結束縄文Aナデ横W群土器

          359図版一35第34図一5HBIAG-4F深鉢形胴部ループF類ミガキ横+斜1群a1類

          369図版一36第34図一6HBIAG-4F深鉢形胴部ループF類+突刺文Cナデ横+斜+ミガキ横1群e類

          379図版■一37第34図一8HBIAG…4F深鉢形胴部ループF類+突刺文Cナデ・ミガキ横1群e類

          389図版一38第34図一9HBIAG-4F深鉢形下胴部複節縄文ナデ横V群土器

          399図版一39第34図一7HBIAG一一4F深鉢形下胴部ループE類ナデ横1群a1類

          409図版■一40第34図・一12HBIAG-4F深鉢形底部突刺文AXa文様帯皿群。類

          419図版一弔第34図・一10HBIAG-4F深鉢形下胴部単節縄文B2ナデ横+斜皿群al類

          429図版一42第34図一一11HBIAG-4F深鉢形下胴部単節縄文B2ミガキ横1群a類

          439図版一43第34図一1HBIAG一一4F深鉢形胴部ループC類+沈線文Aナデ横+ミガキ横1群。類

          449図版一44第34図一一2HBIAG-4F深鉢形胴上部竹管文C+貼付文ナデ横皿群b・e

          4510図版・一45第35図一1HBIAG一一4F深鉢形G上半部突刺文C+同心円文lVC文様帯ナデミガキ横+ミガキ縦四群。類

          一81一



          通し№図版№挿図№出土地区器形体部施文手法文様構成内面調整分類

          4610図版一46第35図一5HBIBG・一1F深鉢形G胴部突刺文C+竹管文B+コン・、ス文ナデ・ミガキ横+斜耶群d類

          4710図版・一47第35図一2HBIBG-IF深鉢形胴部ループF類ミガキ横+斜1群al類

          4810図版一48第35図・一9HBIBG■一1F深鉢形1口縁部単節縄文Al+竹管文Dミガキ横・縦E群d類

          4911図版一49第35図一3HBIBG一一3F深鉢形下胴部ループC類ナデ横・斜+ミガキ縦1群al類

          5011図版一50第35図一4HBIBG-1F深鉢形D口縁部ループC類ナデ横1群al類

          5111図版■一51第35図一7HBIBG-IF深鉢形底部竹管文D皿群b類

          5211図版一52第35図一8HBIBG・一1F深鉢形D日縁部単節縄文B2ミガキ横皿群a類

          5311図版一53第35図一6HBIBG-1F深鉢形胴部ループF類+コンパス文ミガキ・ナデ横1群。2類

          5412図版一54簗36図■一1HBIBG・一2F深鉢形G口縁部竹管文DlVC文様帯ナデ横、斜+ミカキ縦四群。類

          5512図版一一55第36図・一1HBIBG-2F深鉢形D目縁部ループC類ミガキ横1群が類

          5612図版一56第36図一3HBIBG・一2F深鉢形D口縁部ループA+Eミガキ横1群al類

          5712図版一57第36図一4HBIBG■一2F深鉢形D目縁部ループA+Eミガキ横1群ai類

          5812図版■一58第36図一6HBIBG-2F深鉢形下胴部蔓状繊維の押圧回転文マメツ不明瑚群f類

          5912図版一59第36図・一7HBIBG-2F深鉢形胴部撚りのゆるやかなループDミガキ横1群al類

          6012図版■一60第36図一5HBIBG■一2F深鉢形D口縁部単節縄文C2ミガキ横一続田群a2類

          6112図版・一61第36図■一5HBIBG-3F深鉢形D口縁部ループD類ナデ横1群at類

          6212図版一62第36図一9HBIBG-3F深鉢形下胴部結束縄文Bミガキ横皿群■上器

          6312図版■一63第36図■一12HBIBG-3F深鉢形D口縁部ループC類ミガキ横1群al類

          6412図版一64第36図・一11HBIBG■一3F深鉾形1口縁部ループA類Ia文様帯ミガキ横・縦1群b類

          6512図版・一65第36図一13HBIBG-4F深鉢形D口縁部ループA類ナデ・ミガキ横1群al類

          6612図版■一66第36図一14HBIBG-3F深鉾形1上半部学館縄文Alナデ横～縦Il群a類

          6712図版一67第36図・一15HBIBG-3F深鉢形上胴部竹管文D+竹管文Aナデ横・斜M皿群b類

          6812図版一68第36図一10HBIBG・一3F深鉢形胴部単節縄文A2+竹管文Dミガキ縦H群d類

          6912図版一69第36図■一22HBIBG・一4F深鉢形D口縁部ループC類ナデ横1群at類

          7012図版■一70第36図・一18HBIBG■一4F深鉢形胴部ループC類ナデ横・斜1群al類

          7112図版一71第36図一17HBIBG-4F深鉢形C口縁部複節縄文ミガキ横～縦V群土器

          7213図版一72第36図一21HBIBG・一4F深鉢形D口縁部ループC類麗b文様帯ナデ横・斜1群b類

          7313図版・一73第36図一20HBIBG・一4F深鉢形D胴部ループC類ナデ横～斜+ミガキ縦1群b類

          7413図版一74第36図一16HBIBG-4F深鉢形H上半部単節縄文A2ナデ横・斜E群a類

          7513図版一75第36図一19HBIBG■一4F深鉢形胴部ループA+EIa文様帯?ナデ横・斜1群b類

          7613図版一76第37図■一1HBIBG■一4F深鉢形H口縁部ループC類ナデ・ミガキ横1群al類

          7713図版一77第37図一2HBIBG-4F深鉢形胴部複節縄文ミガキ横+ヘラ調整V群土器

          7813図版・一78第37図一3HBIBG■一4F深鉾形胴部複節縄文ナデ横V群土器

          7913図版一79第37図・一16HBICG■一1F探針形胴部ループC類ミガキ横・斜1群al類

          8013図版一80第37図一5HBIBG-4F深鉢形D口縁部ループA類ミガキ横1群a]類

          8113図版一81第37図一6HBIBG・一4F深鉢形1口縁部単節縄文Alナデ・ミガキ横n群a類

          8214図版一82第37図一7HBIBG■一4F深鉢形底辺部無節縄文A+竹管文Dミガキ縦・斜且群d類

          8314図版一83第37図一9HBICG-1F深鉢形E口縁部竹管文DXa文様帯他ミガキ横皿群b類

          8414図版・一84第37図一mHBICG・一1F深鉢形1日縁部竹管文Dミガキ縦皿群b類

          8514図版一85第37図一9HBIBG・一4F深鉢形底辺部竹管文Dナデ斜堀群b類

          8614図版一86第37図一11HBICG-1F深鉢形D口縁部突刺文+コンパス文ミガキ横皿群f類

          8714図版一87第37図一12HBICG■一1F深鉢形D口縁部ループC類Ia文様帯?マメツ不明1群b類

          8814図版■一88第37図■一13HBICG一一1F深鉢形D目縁部ループA類ミガキ横1群ai類

          8914図版一89第37図一18HBICG-1F深鉢形D口縁部ループA類ナデ横1群b類

          9014図版一90第37図一19HBICG・一1F深鉢形1口縁部ループC類ミガキ横1群a]類

          9114図版・一91第37図・一20HBICG■一1F深鉾形下胴部竹管文D類ナデ横・斜皿群b類

          9214図版一92第37図一17HBICG-1F深鉢形H口縁部単節縄文Alミガキ横・縦II群a類

          一82一



          通し№図版№挿図№出土地区器形体部施文手法文様構成内面調整分類

          9314図版一93第37図…21HBICG-1F深鉢形底辺部ループA類+竹管文Dナデ斜1群d類

          94M図版一94第37図一25HBICG-2F深鉢形D口縁部突刺文B+コンパス文ナデ横皿群f類

          9514図版・95第37図一22HBICG-1F深鉢形底部竹管文D皿群b類

          

          96一第37図一14HBICG■一1F深鉢形D日縁部単節縄文A2ナデ横1群a類

          9714図版一96第37図■一23HBICG■一2F深鉢形D口縁部竹管文C+コンパス文ミガキ横皿群f類

          9814図版一97第37図一24HBICG■一2F深鉢形D口縁部竹管文C+コンパス文ミガキ横皿群f類

          9914図版一98第37図・一28HBICG-2F深鉾形D口縁部ループC類ミガキ横1群a]類

          10014図版■一99第37図…27HBICG・一2F深鉢形H口縁部ループE類ミガキ横縦+ナデ縦+斜1群al類

          10114図版一100第37図・一29HBICG-2F深鉢形胴部ループC類による羽状縄文ナデ・ミガキ横1群aZ類

          10214図版一1〔)1第37図一26HBICG-2F深鉢形D日縁部突刺文Cミガキ縦皿群。類

          10314図版■一102第37図■一4HBIBG-4F深鉢形下胴部単節縄文B3ミガキ横・斜H群a類

          10414図版一103第37図一32HBICG-3F深鉢形E口縁部ループC類ミガキ・ナデ横1群al類

          10514図版一104第37図■一31HBICG-3F深鉾形D口縁部結束縄文Bミガキ横+縦皿群土器

          10614図版■一105第37図一33HBICG■一3F深鉢形A口縁部ノレープF類ミガキ・ナデ横1群al類

          107M図版一iO6第37図一15HBICG-1F深鉢形胴部ループD類ミガキ・ナデ斜+横1群al類

          10814図版一107第37図一3〔)HBICG-2F深鉢形1口縁部単節縄文Alミガキ縦n群a類

          10915図版■一108第37図一35HBICG-3F深鉢形Au縁部ループC類ミガキ・ナデ横+縦1群al類

          111)15図版一109第38図・一11HBICG-4F深鉢形D目縁部ループB類lXb文様帯ミガキ横+斜1群b類

          11115図版■一110第38図一6HBICG-4F深鉾形D目縁部竹管文A+単節縄文A2ミガキ横E群c1類

          11215図版■一111第38図・一7HBICG■一4F深鉢形A目縁部ループD類ミガキ横1群a1類

          11315図版一112第37図・一34HBICG-3F深鉢形下胴部ループC類ミガキ横1群at類

          11415図版一113第38図一8HBICG-4F深鉢形Dロ縁部ループB類Hb文様帯ミガキ横1群b類

          U515図版・一114第38図・一1HBICG-3F深鉢形胴上部ループB類+竹管文Dミガキ横+斜1群d類

          11615図版一115第38図一17HBICG-4F深鉢形F口縁部単節縄文A2ミガキ横∬群a類

          l1715図版一116第38図■一10HBICG-4F深鉢形1目縁部単節縄文Alナデ・ミガキ横π群a類

          11815図版・一117第38図一4HBICG-3F深鉢形1口縁部単節縄文A2ミガキ横+縦∬群a類

          11915図版一118第38図・一18HBICG-4F深鉢形底辺部突刺文C+コンパス文ナデ横皿群f類

          12015図版一119第38図■一3HBICG一一3F深鉢形胴部ループA類Vc文様帯?ナデ横1群b類

          12115図版一120第38図■一14HBICG-4F深鉢形胴上部竹管文D+AXbl文様帯マメツ不明瑚群b類

          12215図版一121第38図心13HBICG■一4F深鉢形下胴部沈線文B類マメッ不明W群a1類

          12315図版■一122第38図心12HBICG■一4F深鉢形胴上部ループF類ナデ・ミガキ横1群b類

          12415図版■一123第38図一16HBICG-4F深鉢形胴部ループB類Xf文様帯マメツ不明1群cl類

          12515図版一124第38図…5HBICG■一3F深鉢形胴部ループC類ナデ横Ia2・lb

          12615図版一125第38図一2HBICG一一3F深鉢形胴部ループB類ナデ横1群al類

          12715図版一126第38図一9HBICG-4F深鉢形D口縁部ループC類ナデ横1群al類

          128i5図版一127第38図・一15HBICG-4F深鉢形下胴部ループE類ミガキ横+縦1群al類

          12916図版一一128第38図一19HBICG・一4F深鉢形H胴上部単節縄文Alナデ横縦+ミガキ横÷斜豆群a類

          131)17・一129a～c第39図一1HBIDG-1F深鉢形H上半部複節縄文ナデ横縦+ミガキ横斜縦V群土器

          13117図版一129f第39図一2HBIDG一一1F深鉢形下胴部ループD類ナデ櫛斜+ミガキ横1群a1類

          13217図版一129d第39図一5HBIDG・一1F深鉢形1口縁部ループB+沈線文Aミガキ横1群c1類

          13317図版一13〔)第39図一7HBIDG-3F深鉢形D口縁部単節縄文Alナデ・ミガキ横1群a類

          13417図版一131笛39図一4HBIDG・一1F深鉢形胴部結束縄文Bナデ斜+ミガキ横辺群土器

          13517図版・一132第39図一6HBIDG■一2F探針形A口縁部組紐縄文Hb文様帯ミガキ横+縦W群土器

          13617図版一133第39図一6HBIDG-2F深鉢形A口縁部組紐縄文Eb文様帯ミガキ横+縦W群土器

          13718・一134a～f第39図■一8HBIDG・一3F深鉾形D上半部ループE類ミガキ横+縦1群al類

          13818図版一135第39図一3HBIDG・一3F深鉢形胴上部沈線文+貼付文ミガキ横+縦珊群f類

          13918-136a～e第40図一5HBIDG-4F深鉢形G上半部ループA類V[b文様帯ナデ横雄+ミガキ梼斜・縦1群b類

          一83一



          通し№図版№挿図№出上地区器形体部施文手法文様構成内面調整分類

          14018図版一137第40図一9HBIDG-4F深鉢形胴上部ループA類Wc文様帯マメツ不明1群b類

          14118図版一138第40図一10HBIDG-4F深鉢形胴下部単節縄文A2ナデ櫛斜+ミガキ横豆群a類

          14219-139a～f第40図一1HBIDG-3F深鉢形C上半部結束縄文B+デ横縦+ミガキ随斜縦w群土器

          14319-140a～e第40図一6HBIDG-4F深鉢形1上半部単節縄文A2ミガキげデ聾笹葺犠E群a類

          14419図版一141第40図…4HBIDG-3F深鉢形D口縁部単節縄文C2ナデ借斜+ミガキ横縦皿群a類

          14519図版一142第40図一3HBIDG-3F深鉢形F口縁部単節縄文Atミガキ横+縦豆餅a類

          14619図版一143第40図・一7HBIDG-4F深鉢形1口縁部ループE類マメツ不明1群a噸

          14719図版一144第40図一2HBIDG-3F深鉢形D口縁部単節縄文A2ミガキ横E群a類

          14820-145a-e第40図一8HBIDG-4F深鉢形胴部ループC類Ia文様帯ミガキ+ナデ横工群b類

          14920図版一146第41図一6HBIMG-4F深鉢形胴部結束縄文Aミガキ縦+斜粗群⊥器

          15020図版一147第41図一1HBIMG-1F深鉢形底辺部突刺文Bナデ縦+ミガキ縦珊群。類

          15120図版一148第41図一7HBIMG-2F深鉢形胴部ループE類ミガキ横1群at類

          15220図版一149第41図一2HBIMG一一1F深鉾形B口縁部単節縄文Blミガキ横皿群at類

          15320図版一150第41図一3HBIMG-2F深鉢形下胴部ループD類マメツ不明1群al類

          15420図版一151第41図一11HBIMG-3F深鉢形胴部ループA類Vc文様帯?ミガキ横1群b類

          15520図版一一152第41図一14HBIMG-4F深鉾形底部沈線文A皿群a類

          15620図版一153第41図一8HBIMG-2F深鉢形胴部ループB類遡b文様帯ミガキ横1群cl類

          15720図版一154第41図一22HB1-CY3深鉢形D口縁部ループA+沈線文Aミガキ横1群cl類

          15820図版一155第41図心19HB1-CY3深鉢形D口縁部結束縄文Aミガキ横孤群土器

          15920図版一156第41図一12HBIMG-3F深鉢形C口縁部結束縄文Aマメツ不明w群上器

          16020図版一157第41図一5HBIMG-2F探針形F口縁部ループA類ミガキ横1群al類

          16120図版一158第41図一13HBIMG-3F深鉢形胴部ループF類ナデ横1群a2類

          16220図版一159第41図一15HBIMG-4F深鉢形胴部ループC類ミガキ・ナデ横+縦1群b類

          16320図版一160第41図一9HBIMG-2F深鉢形胴部ループE+単節縄文B2ナデ縦+斜・ミカキ横+縦皿群a類

          16420図版一161第41図一16HB1-DY6深鉢形1口縁部単節縄文B2ミガキ横皿群at類

          165,21図版一162第41図一10HBIMG-3F深鉢形F口縁部単節縄文A2ミガキ横1群a類

          16621図版一163第41図一20HBl-CY3深鉢形胴上部突刺文C類Xゴ文様帯?ミガキ横皿群。類

          16721図版一164第41図一4HBIMG・一2F深鉢形F胴部ループB類咀b文様帯ミガキ横1群cl類

          16821図版一165第41図一18HB1-CY3深鉢形胴部ループC類ナデ横1群al類

          16921図版一166第41図一17HB1-DY6深鉢形1口縁部単節縄文B2ミガキ横皿群a類

          17021図版・一167第41図・一23HB1-CY3深鉢形底辺部ループB+突刺文B1群e類

          17121図版一168第41図一21HBl-CY3深鉢形D口縁部ループB類ミガキ横1群al類

          17221図版一169第41図一24HB1-CY3深鉢形底部竹管文D瑚群。類

          

          1732H70a～jHBIBG-2F深鉢形1上半部単節縄文A2+デ縦+斜蛍ガキ横縦E群a類

          17422図版一171第30図一1HBIBG-4F深鉢形A復元ループB+突刺文AXal～b2ミガキ横一縦+ナデ横～縦1群e類

          17523図版・一172第44図一1HBIBG-4F深鉢形A復元ループB+Aナデ紺斜・ミガキ横磯1群a]類

          17624図版一173第29図一1HBIBG一一4F深鉢形B復元ループA・B+沈線文B且b文様帯ミガキ横、縦+ナデ横・縦1群al類

          17725図版一174第45図一1HBICG-4F深鉢形D復元結束縄文A+デ榔斜+ミガキ脚継皿群土器

          17826図版一175第31図一1HBICG-4F深鉢形B復元ループC類ナデ櫛斜+ミガキ榔縦Ib・Ic1

          17926図版一176第42図一1HBIBG-2F深鉢形C復元ループC類lb文様帯ミガキ脚継+ナデ脚継1群a類

          18027図版一177第28図心1HBIAG-2F深鉢形E復元単節縄文C:拝竹管文B等Xe双C文様帯ミガキ横～縦皿al堀d

          18127図版一178第29図一3HBICG-2F深鉢形1上半部ループB・突刺文C瞭・Xd文様帯ミガキ横・縦1群f類

          18228図版一179第43図一1HBIBG・一4F深鉢形H復元単節縄文A3ミガキ榔縦+ナデ横、縦豆群a類

          18328図版一180第31図一2HBIBG-2F深鉢形G復元ループC・D+単節縄文BIVc文様帯+デ縦+斜ミガキ横+縦1群cl類

          18429図版一181第28図一2HBICG一一IF深鉢形F上半部ループC・単節縄文All・A2珊b文様帯ナ磯+斜ミガキ横磯且a・Ib

          18529図版一182第28図一3HBIDG■一2F深鉢形1復元単節縄文A2ミガキ横、縦+ナデ横豆群a類

          18630図版一183第29図一2HBIDG-1F深鉢形1上半部単節縄文A1ミガキ横～縦++デ横～縦E群a類

          一84一



 II.出土石器の概要

 第Ⅰ次調査区からは、総数2、151、861点の石器が出土した。出土地点は、HB1と命名し

 た大型竪穴住居跡に集中する。フレーク、チップ、分類石器の出土状況について下記に表で示

 す。

 第10表一ノ坂遺跡第1次調査出土《フレーク》総計表

 ・住居内出土:14,933点

       A区B区C区D区M区合計

       Ⅰ層5377167169297703,609

       Ⅱ層5467914288852,5625,012

       Ⅲ層1,1429866257456864,184

       Ⅳ層5511,0303301111102,128

       合計2,7763,5232,0402,7603,92414,933

 ・住居跡外グリット出土:1,364点

FG=82GG=328HG=991G=178

NG=196PG=358QG=2RG=29

 ・遺構内出土:854点

DY3=188DY16=4GY12=6

DY4=8DY18=2GY14=2

DY5=24DY25=32

DY6=3

DY15=16

 ・耕作土からの出土:362点

JG=6

TG=86

SY7=44

SY8=166

SY9=62

SY11=128

SY13=169

 フレーク総数:17,513点

 第11表一ノ坂遺跡第1次調査出土《チップ》総計表

 ・住居内出土:2,045,761点

       A区B区C区D区M区計

       Ⅰ層53,072986,28276,351168,152130,9271,420,784

       Ⅱ層16,60111,5264,7292,6999,26144,816

       Ⅲ層86,3449,5314,05954,836127,995282,765

       Ⅳ層69,500129,49651,44326,51420,443297,396

       合計225,5171,136,835136,582252,201294,6262,045,761

 ・住居跡外グリット出土:1,944点



FG=42GG=171HG=95

NG=657PG=454QG=2

 ・遺構内出土:53,900点

DY3=13,599

DY4=372

DY5=5,548

DY6=1,765

DY7=281

DY15=781

DY18=871

DY19=410

DY20=442

DY21=303

DY25=8,456

IG=483JG=483

RG=21TG=13

GY10=1,071

GY12=3,967

GY14=392

SY7=5

SY8=7,034

SY9=4,883

SY11=3,012

SY13=478

SY17=230

 ・耕作土からの出土:30,857点

 チップ総数=2,132,462点

 第12表一ノ坂遺跡第1次調査出土《分類石器》総計表

 ・住居内出土:1,539点

       A区B区C区D区M区計

       Ⅰ層59887416374458

       Ⅱ層60634068149380

       Ⅲ層111119569380459

       Ⅳ層51135281315242

       合計2814051983373181,539

 ・住居跡外グリット出土:129点

FG=5GG=26HG=71G=6JG=3

NG=34PG=47QG=1RG=0TG=0

 ・遺構内出土:133点

DY3=13DY18=0GY10=0SY7=16

DY4=1DY19=0GY12=0SY8=24

DY5=0DY20=0GY14=0SY9=14

DY6=1DY21=0SY11=15

DY7=1DY25=7SY13=38

DY15=0SY17=0

 ・斜面からの出土:88点

AG=9BG=33CG=8DG=12MG=26

 ・表採からの出土:15点・石器総数:

KY=2

 1,904点



 1.分類石器の概要

 出土した石器1,904点(石製品16点含む)を分類・細別し、さらにその中の1,084点について

 は、実測図・写真図版を作成した。分類別の出土数は下記の通りである。

 第13表一ノ坂遺跡第1次調査出土《石器分類別》総計表

        群地区A区B区C区D区M区住居外合計

        Ⅰ(石鏃)6112052999441467

        Ⅱ(石匙)139190101169151212962

        Ⅲ(両尖匕首)1021313123190

        Ⅳ(石鈷)17209221248128

        Ⅴ(石錐)413425293313175

        Ⅵ(石箆)683241134

        Ⅶ(掻器)44200010

        Ⅷ(石核)15222618

        Ⅸ(磨製石斧)0201014

        Ⅹ(石製品)200012216

        合計2814041973373203681,904

 出土石器総数:1,904点

 これよりⅠ群～Ⅸ群の順で説明を加える。

 1)Ⅰ群石器<石鏃>

 完成石鏃34点、失敗・断念358点がある。完成石鏃については9形態、失敗・断念石器につ

 いては32形態に細別した。出土状況は表の通り。

 第14表一ノ坂遺跡第Ⅰ次調査《Ⅰ群石器》出土総計表

 ・住居内出土:343点

出土地区別

     A区B区C区D区M区

     4892407984

層位別

    Ⅰ層Ⅱ層Ⅲ層Ⅳ層

    1115710768

 ・遺構出土:13点

  DYSY

  76

 ・グリット・その他出土:16点

       FGGGHGIGPG表採斜面

       2211424

 細類については第180～182図に示した。図は石鏃工程を想定したものであり、出土した形態



 を観察し作成した。本群の完成石器の形態から、素材となる剥片が二種類あり、ⅠA群は「一

 ノ坂技法による石鏃製作工程図」による石鏃群(第181、182図参照)、ⅠB群は「薄型剥片を

 素材とする石鏃工程図」による石鏃群(第180図参照)である。細類した各段階順に、ⅠA群

 から述べる。

 <ⅠA群第Ⅰ段階>

 〔ⅠA群Ⅰa類・ⅠA群Ⅰb類〕:32点出土、14点作図

 一次剥離面やバルブが現存する剥離調整である。素材となった石材に対し、剥離調整が困難

 と判断して製作を断念したⅠA群Ⅰa類で占められる。

 〔ⅠA群Ⅰa類〕『第58図－1・3・6・13,第60図－6・9・10,第61図－4,第58図－1・3・6・13,

 第63図－5～8・10・11』

 ・住居内出土:26点A区=4B区二3C区=6D区=7M区=6

 ・住居外出土:6点・遺構内出土=5・表採=1

 〔ⅠA群Ⅰb類〕

 ・出土なし

 <ⅠA群第Ⅱ段階>

 〔ⅠA群Ⅱa類・ⅠA群Ⅱb類〕:7点出土、全て作図

 大半がⅠA群Ⅱa類に細類され、ⅠA群Ⅱb類は認められなかった。破損面を有する失敗が

 出現するのは第Ⅲ段階以降といえる。

 〔ⅠA群Ⅱa類〕『第58図－7・8,第61図－1・3・13,第63図－1・9』

 ・住居内出土:7点 A区=1 B区=1 C区=2 D区=1 M区=2

 〔ⅠA群Ⅱb類〕

 ・出土なし

 ⅠA群第Ⅲ段階〔ⅠA群Ⅲa類・ⅠA群Ⅲb類〕:10点出土、8点作図

 押圧剥離が主流の剥離調整に変わる。

 〔ⅠA群Ⅲa類〕『第61図－2・10・11,第62図－1・3,第63図－2～4』

 ・住居内出土:5点　A区=0　B区=3　C区=2　D区=0　M区=0

 ・住居外出土:2点　斜面=2

 〔ⅠA群Ⅲb類〕

 ・住居内出土:3点　A区=0　B区=1　C区=0　D区=2　M区=0

 <ⅠA群第Ⅳ段階>

 〔ⅠA群Ⅳa類・ⅠA群Ⅳb類〕:14点出土、全て作図

 剥離の際に破損が多く生じる段階と考えられる。
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 〔ⅠA群Ⅳa類〕『第58図－5,第60図－1・5,第61図－5～7,第62図－5～7』

 ・住居内出土:7点A区=3　B区=1　C区=1　D区=2　M区=0

 ・住居外出土:2点　GG=1　HG=1

 〔ⅠA群Ⅳb類〕『第53図－17,第59図－14～17』

 ・住居内出土:5点　A区=1　B区=4　C区=0　D区=0　M区=0

 <ⅠA群第Ⅴ段階>

 〔ⅠA群Ⅴa類・ⅠA群Ⅴb類〕:5点出土、全て作図

 この段階は細身に整形していくものと考えられる。基部は平坦であり、基部への調整が開始

 されるのは、第Ⅷ段階と考えたい。

 〔ⅠA群Ⅴa類〕『第58図－4,第60図－19,第61図－12,第62図－2』

 ・住居内出土:3点　A区=0　B区=0　C区=1　D区=1　M区=1

 ・住居外出土:1点　SY=1

 〔ⅠA群Ⅴb類〕『第58図－2』

 ・住居内出土:1点　A区=0　B区=0　C区=1　D区=0　M区=0

 <ⅠA群第Ⅵ段階>

 〔ⅠA群Ⅵa類・ⅠA群Ⅵb類〕:7点出土、全て作図

 三角形状に整形された基部はまだ平坦であるが、素材となった剥片の形態は完全に失われる

 ほど、剥離調整が進行する。出土状況は下記の通り。

 〔ⅠA群Ⅵa類〕『第58図－15・16,第60図－12・22,第61図－9』

 ・住居内出土:4点　A区=0　B区=0　C区=2　D区=2　M区=0

 ・住居外出土:1点　PG=1

 〔ⅠA群Ⅵb類〕『第53図－18,第57図－27』

 ・住居内出土:2点　A区=0　B区=0　C区=0　D区=1　M区=1

 <ⅠA群第Ⅶ段階>

 〔ⅠA群Ⅶa類・ⅠA群Ⅶb類〕:11点出土、全て作図

 基部を除いて、整形が完了する段階の形態。一ノ坂の石鏃は基部が湾曲する形態が完成品と

 推測した。

 〔ⅠA群Ⅶa類〕『第53図－7,第59図－7～10・12・13』

 ・住居内出土:5点　A区=1　B区=1　C区=0　D区=3　M区=0

 ・住居外出土:2点　FG=1　表採=1

 〔ⅠA群辺b類〕『第57図－23・29・39・40』

 ・住居内出土:3点　A区=2　B区=0　C区=0　D区=1　M区=0
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 ・住居外出土:1点　GG=1

 <ⅠA群第Ⅲ段階>

 〔ⅠA群Ⅲa類・ⅠA群Ⅲb類〕:23点出土、全て作図

 基部を湾曲に整形する段階。ⅠA群～Ⅲb類に細類した数がⅠA群Ⅲa類の約5倍に達するこ

 とからも、基部整形が困難な作業であることがうかがえる。

 〔ⅠA群Ⅲa類〕『第53図－5・11,第55図－30・55』

 ・住居内出土:4点　A区=0　B区=0　C区=1　D区=1　M区=2

 ・住居外出土:0点

 〔ⅠA群Ⅲb類〕『第53図－21・24・25,第56図－1・6・17・18・20・22・26・30・32・37・38

 ・43・45・46・48・59』

 ・住居内出土:18点　A区=3　B区=6　C区=0　D区=4　M区=5

 ・住居外出土:1点　PG=1

 <ⅠA群第Ⅸ段階>

 〔ⅠA群Ⅸa類・ⅠA群Ⅸb類〕:48点出土、47点作図

 完成石鏃に極めて近い形態であるが、左右対称でなかったり、尖端部及び脚部の微調整失敗

 が目立つ。

 〔ⅠA群Ⅸa類〕『第53図－3・6・8・13～16,第54図－4・29・30・32,第55図－12・16・29・34

 ～36』

 ・住居内出土:17点　A区=2　B区=7　C区=4　D区=2　M区=2

 ・住居外出土:なし

 〔ⅠA群P(b類〕『第54図一13・16・28・33・34・36・39,第55図－37・39・46～48・51・

 58,第56図3・8・9・12～14・19・21・24・25・28・34・35・40・42・44』

 ・住居内出土:29点　A区=7　B区=8　C区=3　D区=4　M区=7

 ・住居外出土:2点　DY=1　FG=1

 前述では、ⅠA群の第Ⅰ段階から第Ⅸ段階の各工程における、断念・失敗の形態について説

 明した。次にⅠA群「一ノ坂技法」によって製作された完成石鏃について述べる。

 <ⅠA群完成石器>:24点

 総数24点の完成石鏃をⅠA群Ⅹa類、ⅠA群Ⅹb類、ⅠA群Ⅹc類、ⅠA群Ⅹd類、ⅠA群

 Ⅹh類の5形態に細別した。各形態別に説明を加える。

 〔ⅠA群Ⅹa類〕:1点出土。『第53図－1』

 住居内B区Ⅸ層から出土している。二等辺三角形状を呈し、基部が平坦な形態を本類石鏃と

 した。
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 〔ⅠA群Ⅹb類〕:1点出土。『第53図－12』

 住居内M区から出土している。やや小型の二等辺三角形状を呈し、基部は緩やかな湾曲を呈

 す。

 〔ⅠA群Ⅹc類〕:5点出土。『第54図－1～3・5・23』

 二等辺三角形状を呈し、基部は湾曲する。住居内のB区から2点、D区、M区から1点、土

 壙から1点出土している。第54図3では両縁辺が鋸歯状に整形された石鏃も認められる。

 〔ⅠA群Ⅹd類〕:14点出土。『第54図－7～12・14・15・17～19・24・27,第55図－5』

 A区3点、B区6点、C区、3点D区2点、M区0点と、住居内出土で占められる。形態は

 脚部が発達した石鏃である。

 〔ⅠA群Ⅹh類〕:3点出土。『第55図－22・26・27』

 小型の三角形状で基部が湾曲する形態である。住居内出土で占められ、A区から1点、B区

 2点の合計3点が認められた。

 以上でⅠA群石器の説明を終了し、ⅠB群石器の説明に入る。

 ⅠB群石器は総数280点の出土。第180図に示した製作工程による石鏃で、製作段階の形態は

 12形態、完成石鏃の形態は5形態に細別した。以下に説明する。

 <ⅠB群第1段階>

 〔ⅠB群Ⅰa類・ⅠB群Ⅰb類〕:43点出土、10点作図

 〔ⅠB群Ⅰa類〕『第53図－33・35,第57図－4・5,第60図－11・13・14・23』

 ⅠB群石器は、剥片を選出し調整に入る最初のこの段階から押圧剥離を施す。

 ・住居内出土:33点　A区=5　B区=8　C区=5　D区=8　M区=7

 ・住居外出土:3点

 〔ⅠB群Ⅰb類〕『第59図－2・6』

 作図した2点とも基部が欠損した状態である。

 ・住居内出土：6点　A区=0　B区=1　C区=0　D区=2　M区=3

 ・住居外出土：1点

 <ⅠB群第Ⅱ段階>

 〔ⅠB群Ⅱa類・ⅠB群Ⅱb類〕:29点出土中、19点作図

 〔ⅠB群Ⅱa類〕『第53図－34・45,第55図－7・21,第57図－2・7・12・15,第58図－12・14,

 第60図－20・25・26・28』
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 剥片の素材が変容しない剥離調整の段階。

 ・住居内出土:15点　A区=2　B区=4　C区=2　D区=3　M区=4

 ・住居外出土:1点　斜面

 〔ⅠB群Ⅱb類〕『第55図－56,第57図－3・10・24・46』

 基部や尖端部調整段階の失敗。

 ・住居内出土:12点　A区=1　B区=3　C区=2　D区=4　M区=2

 ・住居外出土:1点　遺構

 <ⅠB群第Ⅲ段階>

 〔ⅠB群Ⅲa類・ⅠB群Ⅲb類〕:37点出土、22点作図

 〔ⅠB群Ⅲa類〕『第53図－31・37・39,第57図－1・6,第58図－9～11,第60図－7・27,第61

 図－8,,第62図－8』

 両面調整へ移行する段階。

 ・住居内出土:16点　A区=0　B区=6　C区=2　D区=2　M区=6

 ・住居外出土:1点　土壙

 〔ⅠB群Ⅲb類〕『第57図－19・25・31・38・44・45・47～49,第57図－1』

 ・住居内出土:18点　A区=3　B区=4　C区=0　D区=7　M区=4

 ・住居外出土:2点　土壙=11　1G=1

 <ⅠB群第Ⅳ段階>

 〔ⅠB群Ⅳa類・ⅠB群Ⅳb類〕:42点出土、28点作図

 〔ⅠB群Ⅳa類〕『第53図－28・38・42,第55図－33・42,第57図－9,第60図－2～4・15～18,

 21・24』

 微細な剥離調整に入る前の段階。石鏃としての形態が整形される。

 ・住居内出土:15点A区=1B区=2C区=1D区=5M区=6

 ・住居外出土:1点PG=1

 〔ⅠB群Ⅳb類〕『第55図－42・61,第57図－8・13・26・30・41～43,第59図－3～6』

 ・住居内出土:23点A区=2B区=10C区=1D区=6M区=4

 ・住居外出土:3点DY=2SY=1

 <ⅠB群第Ⅴ段階>

 〔ⅠB群Ⅴa類・IB群Vb類〕:36点出土、30点作図

 〔ⅠB群Ⅴa類〕『第53図－2・4・27・29・30・32・36・40・43・44,第54図－31・35,第55図

 －14・20・62,第57図－11・14・17・18・20,第62図－4』

 微細な剥離調整に入る段階。
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 ・住居内出土：20点A区=5B区=5C区=2D区=3M区=5

 ・住居外出土：1点SY=1

 〔ⅠB群Ⅴb類〕『第53図－19・20・22・26,第56図－15,第57図－21・28・35,第57図－11』

 ・住居内出土：14点A区=1B区=4C区=2D区=2M区=5

 ・住居外出土：1点PG=1

 <ⅠB群第Ⅳ段階>

 〔ⅠB群Ⅵa類・ⅠB群Ⅵb類〕：77点出土、47点作図

 〔ⅠB群Ⅵa類〕『第53図－9・41,第54図－26,第55図－1～3・6・11・15・17～19・25・31・32

 ・52・63,第57図－16』

 完成直前の形態。微調整剥離により左右対称、基部・尖端部の仕上げを行う。

 ・住居内出土:32点A区=5B区=4C区=5D区=10M区=8

 ・住居外出土:なし

 〔ⅠB群Ⅵb類〕『第54図－40,第55図－38・41・44・45・49・50・53・54・57・60,第56図－

 2・4・5・7・10・11・16・23・27・29・31・33・36・37・39・41・43・47』

 ⅠB群の形態で最も多い。仕上げ調整の失敗による形態。

 ・住居内出土：44点A区=7B区=16C区=2D区=9M区=10

 ・住居外出土：1点SY=1

 これまでにⅠB群の第Ⅰ段階から第Ⅵ段階の各工程における、断念・失敗の形態について説

 明した。次にⅠB群「溝形剥片を素材とする技法」によって製作された完成石器について述べ

 る。

 <ⅠB群完成石器>：15点出土

 ⅠB群Ⅶb類、ⅠB群Ⅶc類、ⅠB群Ⅶd類、ⅠB群Ⅶf類、ⅠB群Ⅶh類の5形態に細別

 した。列記した順に説明する。

 〔ⅠB群Ⅶb類〕：1点出土。『第53図－10』

 住居内D区1層からの出土。小形状の二等辺三角形状を呈し、緩やかに基部が湾曲する形態

 である。両面に一次剥離面を有す。

 〔ⅠB群辺。類〕：3点出土。『第54図－6,第55図－8・13』

 住居内D区1層から2点、M区1層から1点出土。二等辺三角形状を呈し、脚部がやや発達

 した形態である。

 〔ⅠB群Ⅶd類〕：7点出土。『第54図－20～22・25,第55図－4・9・10』

 住居内B区から4点、C区から2点、D区から1点出土。三角形状で、発達した脚部を有す

 る形態である。ⅠB群を代表する完成石鏃といえる。
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 〔ⅠB群Ⅶf類〕:1点出土。『第55図－40』

 住居内A区Ⅰ層からの出土。尖状部が細身を呈す形態である。

 〔ⅠB群Ⅶh類〕:3点出土。『第55図－23・24・28』

 B・C・D区1層から各1点出土。小型の三角形を呈す形態。

 2)Ⅱ群石器〈石匙>

 総数962出土した。各区の出土状況は第表に示した。本遺跡においては、完成に至らない

 形態が数多く出土したことから、これらの製作途上の形態を整理するために、第183図～第189

 図を作成し、完成石匙の吟味から素材の剥片を見出し、素材の選択段階から大別し、更に剥離

 調整の形態から下記に分類、細類を加えた。詳細は挿図参照。大別を下記に示す。

 ⅡA群一両面調整石匙〔一ノ坂技法による石匙製作工程、両面調整〕

 ⅡB群一片面調整石匙〔一ノ坂技法による石匙製作工程、片面調整〕

 ⅡC群一片面調整石匙〔薄形剥片を素材とする石匙〕

 第15表一ノ坂遺跡第1次調査《Ⅱ群石器》出土総計表

 ・住居内出土:865点

出土地区別

     A区B区C区D区M区

     153205116195169

層位別

    Ⅰ層Ⅱ層Ⅲ層Ⅳ層

    215227253170

 ・住居外出土:83点

           DYSY斜面FGGGHGlGNGPGKY表採

           53015242251125

 <ⅡA群第Ⅰ段階>

 〔ⅡA群Ⅰa類、ⅡA群Ⅰb類〕:6点出土、1点作図

 〔ⅡA群Ⅰa類〕『第82図一1』

 素材を選択し、縁辺調整を開始する段階。B区2点、C区、D区各1点出土。

 〔ⅡA群Ib類〕

 上記段階の失敗品。B区、D区から各1点出土。

 <ⅡA群第Ⅱ段階>

 〔ⅡA群Ⅱa類、ⅡA群Ⅱb類〕:19点出土、5点作図

 〔ⅡA群Ⅱa類〕『第69図－4,第80図－6,第82図－5,第83図－3,第85図－1』

 ・両面からの縁辺調整によって、剥片を目的の形状に整形していく段階。



 ・住居内出土:6点A区=0B区=3C区=0D区=1M区=2

 ・住居外出土:6点SY=6

 〔ⅡA群Ⅱb類〕

 上記段階での失敗。破損面を有す。

 ・住居内出土:6点A区=1B区=2C区=1D区=1M区=1

 ・住居外出土:1点SY=1

 <ⅡA群第Ⅲ段階>

 〔ⅡA群Ⅲa類、ⅡA群Ⅲb類〕:32点出土、4点作図

 〔ⅡA群Ⅲa類〕『第79図－1・2,第82図－3,第83図－1』

 基部と尖端部を意識して調整を開始する段階。

 ・住居内出土:17点A区=1B区=6C区=2D区=6M区=2

 ・住居外出土:11点SY=10NG=1

 〔ⅡA群Ⅲb類〕

 ・住居内出土:3点A区=1B区=0C区=0D区=1M区=1

 ・住居外出土:1点SY=1

 <ⅡA群第Ⅳ段階>

 〔ⅡA群Ⅳa類、ⅡA群Ⅳb類〕:19点出土、5点作図

 〔ⅡA群Ⅳa類〕『第78図－3・4,第80図－3,第83図－2』

 基部と尖端部が明確に整形された段階。

 ・住居内出土:10点A区=2B区=5C区=2D区=1M区=0

 ・住居外出土:6点SY=4C区斜面=1NG=1

 〔ⅡA群Ⅳb類〕『第90図－1』

 ・住居内出土:2点A区=1B区=1C区=0D区=0M区=0

 ・住居外出土:1点PG=1

 <ⅡA群第Ⅴ段階>

 〔ⅡA群Ⅴa類、ⅡA群Ⅴb類〕:15点出土、4点作図

 〔ⅡA群Ⅴa類〕『第80図－1,第84図－1』

 中央部に最大幅を有す形態。面調整の第Ⅴ段階までは直接打法で、次の第Ⅵ段階から押圧剥

 離が開始されると考える。

 ・住居内出土:5点A区=1B区=3C区=1D区=0M区=0

 ・住居外出土:なし

 〔ⅡA群Ⅴb類〕『第87図－9,第93図－6』
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 第87図9は尖端部破損、第93図6は基部破損。

 ・住居内出土:9点A区=2B区=3C区=1D区=3M区=0

 ・住居外出土:1点FG=1

 <ⅡA群第Ⅳ段階>

 〔ⅡA群Ⅵa類、ⅡA群Ⅵb類〕:15点出土、5点作図

 〔ⅡA群Ⅵa類〕『第80図－2』

 細身に整形される段階。

 ・住居内出土:4点A区=1B区=2C区=0D区=1M区=0

 ・住居外出土:1点SY=1

 〔ⅡA群Ⅵb類〕『第86図－3～5,10』

 縁辺調整の失敗を有する形態。

 ・住居内出土:10点A区=4B区=1C区=0D区=1M区=4

 ・住居外出土:なし

 くⅡA群第Ⅶ段階>

 〔ⅡA群Ⅶa類、IIA群Ⅶb類〕:19点出土、8点作図

 〔ⅡA群Ⅶa類〕『第68図－2』

 基部は平坦に、尖端部は更に細身に整形する段階。

 ・住居内出土:7点A区=OB区=2C区=1D区=3M区=1

 ・住居外出土:なし

 〔ⅡA群Ⅶb類〕『第86図－1・2・7・9,第88図－8,第94図－6,第100図－8』

 ・住居内出土:12点A区=3B区=4C区=2D区=0M区=3

 ・住居外出土:なし

 <ⅡA群第Ⅷ段階>

 〔ⅡA群Ⅷa類、ⅡA群～Ⅷb類〕:8点出土、2点作図

 〔ⅡA群Ⅷa類〕『第68図－2』

 つまみ部を整形する段階。

 ・住居内出土:2点A区=2

 〔ⅡA群Ⅷb類〕『第126図－2』

 つまみ部整形の失敗形態を有す。

 ・住居内出土:6点A区=1B区=1C区=2D区=0M区=2

 ・住居外出土:なし

 <ⅡA群第Ⅸ段階>
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 〔ⅡA群Ⅸa類、ⅡA群Ⅸb類〕:3点出土、全て作図

 〔ⅡA群Ⅸa類〕『第69図－9』

 M区Ⅲ層から1点出土。つまみ部も完成し、全体の微調整段階の形態である。〔ⅡA群Ⅸb

 類〕『第69図－12,第73図－6』

 B区Ⅲ層から2点出土。第69図12はつまみ部調整失敗と思われる。

 <ⅡA群完成石器>:1点出土

 第69図の形態が、ⅡA群の完成石器である。本群はこの1点であり、住居内D区1層からの

 出土であった。縁辺に使用痕は観察されない。

 次にⅡB群を述べる。ⅡB群石器は総数493点出土中、191点を作図。下記に説明を加える。

 第185図～第187図参照。

 <ⅡB群第Ⅰ段階>

 〔ⅡB群Ⅰa類、ⅡB群Ⅰb類〕:73点出土、4点作図

 〔ⅡB群Ⅰa類〕

 素材を選出し、剥離調整を開始する段階。

 ・住居内出土:4点A区=OB区=1C区=2D区=OM区=1

 ・住居外出土:9点SY=9

 〔ⅡB群Ⅰb類〕『第89図－2,第91図－6,第94図－5,第99図－4』

 最初の剥離調整失敗品。

 ・住居内出土:33点A区=4B区=3C区=8D区=10M区=8

 ・住居外出土:27点SY=26MG斜面=1

 <ⅡB群第Ⅱ段階>

 〔ⅡB群Ⅱa類、ⅡB群Ⅱb類〕:56点出土、7点作図

 〔ⅡB群Ⅱa類〕

 縁辺調整を剥片全体に開始する段階。

 ・住居内出土:9点A区=2B区=3C区=1D区=1M区=2

 ・住居外出土:4点SY=4

 〔ⅡB群Ⅱb類〕『第74図－3,第87図－5,第91図－5・8,第97図－6,第98図－2,第99図－1』

 縁辺からの隔離調整失敗による破損面を有する。

 ・住居内出土:39点A区=5B区=17C区=4D区=5M区=8

 ・住居外出土:4点SY=4

 〈ⅡB群第Ⅲ段階>

 〔ⅡB群Ⅲa類、ⅡB群Ⅲb類〕:48点出土、11点作図
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 〔ⅡB群Ⅲa類〕

 剥片を均等な幅に仕上げる調整段階。

 ・住居内出土:5点A区=0B区=2C区=1D区=0M区=2

 ・住居外出土:5点SY=5

 〔ⅡB群Ⅲb類〕『第87図－1,第89図－1・5・6・8,第90図－3,第91図－7,第92図－9,第94

 図－3,第95図－7,第98図－5』

 第Ⅲ段階の失敗作。

 ・住居内出土:25点A区=8B区=8C区=2D区=4M区=3

 ・住居外出土:13点SY=11NG=1斜面=1

 <ⅡB群第Ⅳ段階>

 〔ⅡB群Ⅳa類、ⅡB群Ⅳb類〕:53点中、13点作図

 〔ⅡB群Ⅳa類〕

 両端部を目的に沿って整形を開始する段階。A区、D区から各1点、SYから2点、合計4

 点が出土している。

 〔ⅡB群Ⅳb類〕『第87図－2・6,第90－図5,第92－図4,第94図－1・7・8,第95図－1・3,

 第97図－1・7,第98図－9,第99図－2』

 第Ⅳ段階での失敗石器。

 ・住居内出土:35点A区=8B区=7C区=5D区=11M区=4

 ・住居外出土:14点SY=12KY2=1PG=1

 <ⅡB群第Ⅴ段階>

 〔ⅡB群Ⅴa類、ⅡB群Ⅴb類〕:71点出土、13点作図

 〔ⅡB群Ⅴa類〕『第78図－1,第80図－5,第81図－6』

 4点出土。一押圧剥離調整が主流になる段階。第78図1はSY8(基部)とC区Ⅳ層(尖端部)、

 第80図5はC区1層(基部)とD区Ⅲ層(尖端部)から出土した石器の接合である。

 ・住居内出土:4点A区=lB区=0C区=1D区=1M区=1

 ・住居外出土:出土なし

 〔ⅡB群Ⅴb類〕『第72図－4・5,第74図－14,第88図－3,第91図－3,第92図－5,第96図－7,

 第98図－8・10,第99図－6』

 中央部のやや下方に破損面を有する形態が多い。

 ・住居内出土:53点A区=9B区=15C区=7D区=12M区=10

 ・住居外出土:14点B斜=2D斜=1GG=1SY=31G=1

DY=1NG=3PG=2
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 <ⅡB群第Ⅵ段階>

 〔ⅡB群Ⅵa類、ⅡB群Ⅵb類〕:32点出土、19点作図

 〔ⅡB群Ⅵa類〕

 石器の作業縁辺を整形する段階。B区1層、M区斜面から各1点出土

 〔ⅡB群Ⅵb類〕『第89図－3・7,第90図－4,第92図－7,第93図－2・4・5,第94図－2・4,

 第95図－5,第96図－3・5・8,第97図－2～4,第98図－7,第100図－5・7』

 第97図－2の形態を有する整形が出現する段階。

 ・住居内出土:20点A区=4B区=5C区=3D区=5M区=3

 ・住居外出土:10点SY=5HG=11G=1NG=1PG=2

 〈ⅡB群第Ⅶ段階>

 〔ⅡB群Ⅶa類、ⅡB群Ⅲb類〕:57点出土、27点作図

 〔ⅡB群～Ⅶa類〕

 基部(つまみ部)や、微細な調整を除き整形が完了する段階。D区Ⅲ層、SY8から各1点

 の出土であった。

 〔ⅡB群Ⅶb類〕『第74図－16・17,第86図－8,第87図－4・7・10,第88図－1・4,第90図－7,

 第91図－1・2,第92図－3・6・8,第93図－1,第95図－2・4・6,第96図－2・6,第97図－5・8,

 第98図－1・3,第100図－2～4』

 破損面を有する形態が多くなる段階。

 ・住居内出土:43点A区=7B区=14C区=1D区=10M区=11

 ・住居外出土:12点DY=2SY=7DG斜=1PG=1表採=1

 〈ⅡB群第Ⅷ段階>

 〔ⅡB群Ⅷa類、ⅡB群Ⅷb類〕:37点出土、33点作図

 〔ⅡB群Ⅷa類〕

 ・出土なし

 〔ⅡB群Ⅷb類〕『第71図－6・7・10,第72図－2・8・11,第73図－15,第74図－12・15,第86

 図－6,第87図－3・8・11,第88図－2・5～7,第89図－4,第90図－2・6,第91図－4,第92図

 －1・2,第93図－3・7,第96図－1・4,第98図－4・6,第99図－3・5,第100図－1・6』

 つまみ部の整形を開始する段階。第71図－6・7・10は、つまみ部が完成していない形態と考

 えたい。

 ・住居内出土:31点A区=3B区=9C区=5D区=8M区=6

 ・住居外出土:6点B斜面=1D斜面=2M斜面=1PG=2

 <ⅡB群第Ⅸ段階>
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 〔ⅡB群Ⅸa類、ⅡB群Ⅸb類〕:30点出土、25点作図

 〔ⅡB群Ⅸa類〕『第64図－4,第65図－10,第69図－7』

 つまみ部の整形も完了し、縁辺に対して最後の調整をする段階。この段階の断念石器として、

 C区斜面・FG・PGから各1点出土。

 〔ⅡB群Ⅸb類〕『第71図－3・4・13・14,第72図－1・15,第73図－1・3～5,10～14・18・19

 ・21第74図－1・2・4・6・8・10・11』

 本類の失敗石器。

 ・住居内出土:24点A区=4B区=6C区=1D区=5M区=8

 ・住居外出土:3点DY-2表採=1

 以上でⅡB群石器第Ⅰ段階から第Ⅸ段階までの説明を終了する。

 次にⅡB群石器の完成石器について述べたい。

 <ⅡB群完成石器>41点

 これらの石器はⅡB群Ⅹa類～Ⅹg類の7形態に細別した。完成石器には、使用による磨滅

 痕を観察した石器が多く認められる。細別は、完成時点での形態を考慮して行った。列挙した

 順に説明する。

 〔ⅡB群Ⅹa類〕『第64図－1・2,第71図－5』

 第64図1が完成時点の形態と考えられる。同2図は、使用することによって変容したと考え

 たい。住居内のA区1層から1点、B区Ⅳ層から2点出土した。第71図5は使用による欠損が

 認められる。

 〔ⅡB群Ⅸb類〕『第65図－5』

 第65図5の形態を有する石匙である。PGE層からの出土。

 〔11B群Ⅸc類〕『第69図－10・11』

 C区1層、D区Ⅲ層から各1点出土。尖状部を有する石匙群である。第69図11は縁辺にハジ

 ケ面を有す。

 〔ⅡB群Ⅸd類〕『第64図－3・5～8,第65図－1～4・7～9,第66図－15,第67図－9・11,第69

 図－5,第70図－12,第71図－8』

 細身で、つまみ部から両縁辺が平行にはしり、尖端部で鋭角に曲がる。

 ・住居内出土:15点A区=2B区=5C区=1D区=3M区=4

 ・住居外出土:3点NG=1PG=1表採=1

 〔EB群Ⅸe類〕『第70図－1・7・11』

 A区Ⅲ層2点、同区Ⅳ層1点。

 〔ⅡB群Ⅸf類〕『第68図－3,第69図－4・6』
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 丸みを有する形態に整形した石匙群。A区Ⅲ層2点、D区Ⅲ層1点。

 〔ⅡB群Ⅸg類〕『第69図－1,第72図－6・7・10・12～14,第73図－7,第74図－5・9・13』

 第69図－1を除き、使用の際に欠損した形態。

 ・住居内出土:11点A区=0B区=4C区=2D区=1M区=4

 <ⅡC群石器>318点

 薄形剥片を素材とまる石匙群であり、完成石器の形態から素材の剥片が容易に判断できる剥

 離調整である。第Ⅰ段階から第Ⅶ段階の工程を経て完成するものと想定した。各段階の説明に

 入る。〔第188図・第189図参照〕

 <ⅡC群第Ⅰ段階>

 〔ⅡC群Ⅰa類・ⅡC群Ⅰb類〕:48点出土、5点作図

 〔ⅡC群Ⅰa類〕『第78図－2,第83図－4・6,第84図－2』

 剥片を選出し、剥離調整を開始する段階。

 ・住居内出土:7点A区=1B区=1C区=2D区=3M区=0

 ・住居外出土:なし

 〔ⅡC群Ⅰb類〕『第67図－12』

 ⅡC群の場合は最初の段階から押圧剥離調整である。

 ・住居内出土:41点A区=7B区=7C区=9D区=6M区=12

 ・住居外出土:なし

 〈Ⅱc群第Ⅱ段階>

 〔ⅡC群Ⅱa類・ⅡC群Ⅱb類〕:67点出土、18点作図

 〔ⅡC群Ⅱa類〕『第66図－2・14,第67図－8・13,第68図－10,第71図－2,第75図－5,第76

 図－2・4・8,第77図－3,第83図－2・5,第84図－3,第85図－3・4』

 縁辺に対しての剥離調整が続行される段階。つまみ部の箇所が明確になる。

 ・住居内出土:19点A区=4B区=4C区=3D区=6M区=2

 ・住居外出土:10点SY=8B区斜面=1表採=1

 〔ⅡC群Ⅱb類〕『第73図－2』

 第Ⅱ段階の失敗であり、第73図2は、基部に近い縁辺調整の際に破損したものと考えられる。

 ・住居内出土:34点A区=8B区=8C区=3D区=9M区=6

 ・住居外出土:3点SY=3

 <ⅡC群第Ⅲ段階>

 〔ⅡC群Ⅲa類・ⅡＣ群Ⅲb類〕:51点出土、12点作図

 〔ⅡC群Ⅲa類〕『第75図－2・7,第76図－5・6,第77図－1・2・4,第81図－2～5』
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 石匙として形態が判る形状に剥離調整が進む段階。

 ・住居内出土:18点A区=5B区=3C区=2D区=6M区=2

 ・住居外出土:4点SY=1C区斜面=1GG=1NG=1

 〔ⅡC群Ⅲb類〕

 第Ⅲ段階の失敗品。

 ・住居内出土:26点A区=2B区=5C区=6D区=7M区=6

 ・住居外出土:3点SY=3

 <ⅡC群第Ⅳ段階>

 〔ⅡC群Ⅳa類・ⅡC群Ⅳb類〕:36点出土、4点作図

 〔ⅡC群Ⅳa類〕『第77図－5,第80図－4,第81図－1,第82図－4』

 つまみ部の整形を除き、縁辺調整が終了する段階。第77図5には使用痕あり。

 ・住居内出土:12点A区=3B区=3C区=0D区=2M区=4

 ・住居外出土:1点M区斜面=1

 〔ⅡC群Ⅳb類〕『第77図－8』

 第Ⅳ段階の失敗。

 ・住居内出土:21点A区=4B区=2C区=5D区=7M区=3

 ・住居外出土:2点SY=2

 <ⅡC群第Ⅴ段階>

 〔ⅡC群Ⅴa類・ⅡC群Ⅴb類〕29点出土、8点作図

 〔ⅡC群Ⅴa類〕『第67図－5・15,第75図－1・3・4・6』

 微細な調整を加える段階。つまみ部の整形は開始されていない。

 ・住居内出土:15点A区=1B区=0C区=3D区=6M区=5

 ・住居外出土:2点SY=1GG=1

 〔ⅡC群Ⅴb類〕『第67図－6,第77図－6』

 第Ⅴ段階の失敗品。

 ・住居内出土:11点A区=3B区=2C区=2D区=2M区=2

 ・住居外出土:1点表採=1

 <ⅡC群第Ⅵ段階>

 〔ⅡC群Ⅵa類・ⅡC群Ⅵb類〕26点出土、10点作図

 〔ⅡC群Ⅵa類〕『第67図－344,第75図－8,第76図－1・3・7』

 つまみ部の整形を開始する段階。

 ・住居内出土:12点A区=4B区=3C区=1D区=3M区=1
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 ・住居外出土:1点SY=1

 〔ⅡC群Ⅵb類〕『第73図－23,第67図－7・10,第77図－7』

 第Ⅵ段階の失敗品。

 ・住居内出土:11点A区=1B区=3C区=2D区=2M区=3

 ・住居外出土:2点SY=1KY=1

 〈ⅡC群第Ⅲ段階>

 〔ⅡC群～Ⅶa類・ⅡC群Ⅶb類〕26点出土、22点作図

 〔ⅡC群Ⅶa類〕『第66図－4・9・10・13・16・18,第67図－1・2・4,第68図－11,第70図－2

 ・3・6・9』

 微細な調整を残し、整形が終了する段階。

 ・住居内出土:11点A区=5B区=2C区=0D区=2M区=2

 ・住居外出土:3点HG=11G=1PG=1

 〔ⅡC群～Ⅶb類〕『第71図－11,第72図－3,第73図－8・9・16・17・20・24』

 最終段階での失敗品。

 ・住居内出土:11点A区=3B区=2C区=1D区=2M区=3

 ・住居外出土:1点SY=1

 以上でⅡA群の第Ⅰ段階から第Ⅶ段階までの形態についての説明を終了する。

 次は本群の完成石器について述べる。

 <ⅡC群完成石器>:32点

 ⅡC群Ⅲa類・ⅡC群Ⅷb・ⅡC群Ⅷc類・ⅡC群Ⅲd類・ⅡC群Ⅷe類の5形態に細類し

 た。列挙した順に説明を加える。

 〔ⅡC群Ⅲa類〕:11点出土『第65図－6・11・12,第66図－7・8・11・12,第68図－4,第20

 図－4・5,第71図－12』

 細身に整形した石匙である。ⅡB群Ⅹa類に類似する。

 ・住居内出土:11点A区=1B区=1C区=3D区=3M区=2

 ・住居外出土:1点HG=1

 〔ⅡC群Ⅲb類〕:3点出土『第68図－9,第70図－10,第71図－9』

 長方形に整形した石匙。B区Ⅰ層、M区Ⅲ層、SYから各1点。

 〔ⅡC群Ⅲc類〕:5点出土『第68図－1・12,第69図－2・3,第71図－1』

 小型状で尖状部を有する石匙である。住居内出土で占められる。A・M区各2点、B区Ⅰ層

 から1点。

 〔ⅡC群Ⅷd類〕:10点出土r第66図－1・3・5・6・17,第68図－5～8,第70図－8』丸みを
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